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原因であると考えられた．   
 
第 7 章 節間形質パターンを用いた茎収量構築過程に播種期が及ぼす影響の解析  
 茎収量の形成には，播種期も重要な要素の一つと考えられる．そこで，5 月下






間を通した傾向として，茎乾物重は，風立では E 区で大きく，Wray では M 区で
大きかった．Wray では，気温との関係で，基部節間の断面積は播種期が早いほ
ど小さかった．また，Wray では，4 年間を通した傾向として茎長が L 区で短か
った．以上のように，Wray の茎乾物重は E 区や L 区では栽培年によっては減少
する場合があって安定的ではないが，M 区では安定して大きな傾向にあった．こ
のことから，Wray のような，東北地方において十分に出穂に至り生育期間を確
保できる品種では，播種が可能となってすぐに播種するのではなく，生育や収量
に影響を及ぼす重要な時期を，好天の時期に重ねるように播種する必要があり，
茎収量の増大が期待できる播種適期が存在することが分かった．  
 
総合考察  
節間長パターンと節間断面積パターンとでは，それらパターンから見出せる情
報が異なっていた．節間長パターンは茎の生育過程における茎の生長速度の変化
を表現し，節間断面積パターンは茎収量の大きさを表現していた．そして，節間
長パターンと節間断面積パターンを用いることで，茎収量構築過程を解析できる
ことが明らかとなった．このような解析手段を確立できたことで，環境要因がど
のように最終的な茎収量の形成に影響を及ぼしているかを明らかにできると考え
られる．それにより得られた知見は，スイートソルガムの収量の増大を目的とし
た栽培技術の開発に役立つと期待できる．  
